
胎
蔵

マ
ン
ダ

ラ

の
資
料
に

つ
い
て

八

田

幸

雄

胎
蔵

マ
ン
ダ
ラ
は
大
日
経
を
所
依
の
経
典
と
し
て
面
か
れ
た
も
の
と

さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
少
し
細
部
に
亘

つ
て
眺
め
る
と
様

々
な
思
想
が

混
入
し
て
い
て
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。
今
他
の
思
想
は
さ
て
措
き
、
大

日
経
疏

や
義
釈
を
参
照
し
て
も
充
分
に
は
理
解
さ
れ
な
い
。
ま
た
秘
蔵

記
、
諸
説
不
同
記
、
現
図
抄
私
等
の
資
料
を
見

て
も
主
要
尊

は
と
も

角
、
細
部

の
尊
に
至

つ
て
は
紛
ら
は
し
い
箇
所
が
多

々
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
根
本
経
典
で
あ
る
大
日
経
自
体
に
多
く
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
そ
れ
が
尾
を
引
い
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

本
研
究

で
は
大
日
経
の
マ
ン
ダ

ラ
に
関

す
る
部
分
、
具
縁
品

〔G
と

略
す
〕
。
普
通
真
言
蔵
品

〔F
〕
。
密
印
品

〔M
〕
。
秘
密

マ
ン
ダ

ラ
品

〔H
〕

の
四
品
を
比
較
対
照
す
る
と
と
も
に
、
漢
蔵
二
訳
を
も
対
照
し

て
問
題
点
を
つ
き
と
め
、
伝
承
さ
れ
た
諸
資
料
の
中
の
混
乱
し
た
原
因

を
明
か
に
し
、
正
し
い
資
料
の
活
用
を
計
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
o
紙

数
の
関
係

で
特
に
問
題
の
多

い
、
釈
迦
、
文
殊
、
除
蓋
障
、
地
蔵
等
に

ふ
れ
る
。

一

釈
迦
部
(
-
)

〔
○
〕
2
4

助
診
 
g
d
u
g
s
 
d
k
a
r
 
p
o
,
 
2
5

蠣

測
r
g
y
a
l
 
b
a
h
i
 
2
6

蜘
螺

測
g
t
s
u
g
 
t
o
r
 
r
n
a
m
 
p
a
r
 
r
g
y
 
l
 
b
a
 
2

7
 難

融
腰
g
z
i
 
b
r
j
i
d

P
h
u
n
 
p
o
,
 
2
8

藩

罪
嵐
n
a
m
 
p
a
r
 
m
a
o
r

〔
F
〕
7
6
 田
蛮
嵐
g
t
s
u
g
 
t
o
r
 
g
s
u
m
 

7
7

皿
欝
鳶
温
g
d
u
g
s
 
d
k
a
r

p
o
 7
0
醸

鳶
漁
g
t
s
u
g
 
t
o
r
 
r
g
y
a
l
,
 

7
9
節
螺
河
鳶

嵐
g
t
s
u
g
 
t
o
r
 
r
n
a
m

p
a
r
 
r
g
y
a
l
 
b
a
 
8
0

糊
資
海
g
z
i
 
b
r
j
i
d
 
p
h
u
n
 
p
o
,
 
8
1

扉

蕪

鳶

澗

r
n
a
m
 
p
a
r
 
h
t
h
o
r
 
b
a
,

〔M
〕
8
4
田
傍
鳶
温
g
d
u
g
s
 
d
k
a
r
 
p
a
,
 
8
5

資
戴
g
t
s
u
g
 
t
o
r
 
r
g
-

y
a
r
 
b
a
,
 
8
6

勲
螺
鳶
嵐
r
n
a
m
 
p
a
r
 
r
g
y
a
r
 
b
a
,
 
8
7

郵
懸
鳶
湿

讐
r
n
a
m

p
a
r
 
h
t
h
o
r
 
b
a
 
8
8
 

(糊
濤
輝
g
z
i
 
b
r
j
i
d
 
p
h
u
n
 
p
o
,
 

(
8
9
)
 
c
h
e
r

b
y
u
n
 
b
a
,
 

謙
餅
タ
斌
g
y
e
n
 
d
u
 
h
b
y
u
n
 
b
a
,
 
9
1

蕪
陣
略
澱
鳶
淘

b
t
h
a
h
 
y
e
s
 
p
a
 
y
e
 
d
b
y
a
n
s
 
s
g
r
a
,

〔
H
〕
4
0
班
樽

(
燈
)
g
d
u
g
s
 
d
k
a
r
 
p
o
,
 
4
1

戯

測
 
r
g
y
a
l
 
b
a
h
i

g
t
s
u
g
,
 
4
2
 

勲
螺
瀬

(謬
)
r
n
a
m
 
p
a
r
 
r
g
y
a
l
 
b
a
,
 
4
3

雍

嶺

慰

(
魯
)

r
n
a
m
p
a
r
 
h
t
h
o
r
 
b
a
,
 
4
4

比
犀
畑

(
惣
)
g
z
i
 
b
r
j
i
d
 
p
h
y
u
n
 
p
o

c
h
e
n
,
 
4
5
餅
餅

(諦
團
昌
)
c
h
e
r
 
h
b
y
u
n
 
b
a
,
 
4
6

凝

帥

(藤

灘
)
m
n
o
n

p
a
r
 
h
b
y
u
n
s
,
 
4
7

薫
曲

略
灘

(
加
)
m
t
h
a
h
 
y
a
s
 
s
g
r
a
 
d
b
y
a
n
s
,

胎
蔵

マ
ン
ダ
ラ
の
資
料

に

つ
い
て

(
八

田
)
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胎
蔵
マ
ン
ダ
ラ
の
資
料
に
つ
い
て

(八

田
)

G
-

五
仏
頂
。
F
-
76
三
仏
頂
と
五
仏
頂
。
M
i
五
仏
頂
の
中
、

87

除
業

・
88
火
聚
は
、
G
27

…
F
80
火
聚
、
G
28

・
F
81
捨
除
頂
と
順
序

が
入
れ
替
わ
る
。
M

(蔵
)
に
は
89

(広
生
)
が
あ
る
が
漢
訳

に
は
欠

く
o
H
I
五
仏
頂
、
三
仏
頂
の
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
順
序
は
M
と

同
じ
で
あ
る
。

M
88
火
聚
と
H
44
大
士
頂
は
蔵
訳
を
参
照
す
る
と
同

一

の
尊
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
釈
迦
部
の
仏
頂

に
つ
い
て
記
述

の
順

位
、
訳

し
方
の
違
い
等
が
あ
る
。

胎
蔵

四
部
儀
軌
で
は
漢
訳
M
に
欠
け
て
い
た
広
生
の
記
述
が
あ
り
、

真
言
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
蔵
訳
並
に
四
部
儀
軌
に
広
生
の
名
が
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
漢
訳

の
写
し
落
し
と
み
ら
れ
る
。
秘
蔵
記
、
諸
説
不
同
記

で
は
(
1
)
白
傘
、
(
2
)
勝
、
(
3
)
最
勝
、
(
4
)
高

(蓮
如
意
宝
)
、
(
5
)
擢
破
、
(
6
)
大

転
輪
、
(
7
)
光
聚

(蓮
上
宝
)
、
(
8
)

無
量
声
と
な
つ
て
い
る
。
大
日
経
と
比

較
す
る
と
、
(
4
)
高
と
(
7
)
光
聚
が
入
れ
替
わ
り
、

し
か
も
(
4
)
高
仏
頂
は
蓮

を
示
し
た
尊
・と
な
つ
て
い
る
。

現
図
は
向

つ
て
右
、
(
1
)
白
傘
、
(
2
)
勝
、
(
3
)
最
勝
、
(
4
)
高
、
(
5
)
推
破
。

左
、
(
6
)
大
転
輪
、
(
7
)
光
聚
、
(
8
)
無
量
声
と
な
つ
て
い
て
光
聚
仏
頂
と
高

仏
頂
と
が
入
れ
替
る
。

二

文
殊
部
(
2
)

〔
G〕
6
1導
珊
謙

困
r
d
o
 
r
j
e
 
d
a
m
 
p
a
 
s
b
y
i
n
 
p
a
,
 
6
2

瀞調
d
r
a
 
b
a
h
i

h
od
 
c
a
n
,
 
6
3

懸
礫
前
s
k
r
a
 
c
a
n
,
 
6
4

職
薄
聴
建
薗
n
e
 
s
k
r
a
 
c
a
n
,
 
6
5

蹄
蟻
詣
s
n
a
 
t
s
h
o
g
s
 
m
a
,
 
6
6

蒔
礁
n
o
r
 
c
a
n
 
m
a
,
 
6
7

韻
蘭
h
g
u
g
s

m
a
,
 
6
8

鎌
蝉
瞭
p
h
a
g
 
b
r
n
a
n
 
m
a
 
n
i
 
l
n
a
 
r
n
a
m
s
,

〔
F〕

…
8
5癬
難
面
s
k
r
a
 
c
a
n
 
m
a
,
 
8
6

嚢
薄
聴
聾
薗
n
e
 
s
k
r
a
 
c
a
n
,

7
璃
脳
翻
s
n
a
 
t
s
h
o
g
s
 
m
a
,
 
8
8

母
鱗
n
o
r
 
l
d
a
n
 
m
a
,
 
7
4

(沫

畿
)
d
r
a
 
b
a
h
i
 
h
o
d
,

〔M
〕
4
3掻
鼻
鷺
邊
h
j
a
m
 
d
p
a
l
.
 
4
4

沫
畿
魯
d
r
a
 
b
a
h
i
 
h
o
d
,
 
4
5

藷

せ叩
 
d
r
a
 
m
a
 
m
e
d
 
p
a
h
i
 
h
o
d
 
4
6

聴

剛団
 
s
k
r
a
 
c
a
n
,
 
4
7

薄
聴

蹄
団
難

隊
n
e
 
b
a
h
i
 
s
k
r
a
 
c
a
n
 
m
d
u
n
 
r
t
s
e
,
 

(濤
)…
…
s
n
a
 
c
h
o
 
g
o
s

m
a
h
i
 
d
b
y
a
g
,
 
p
a
,
 
4
8

碁
礁
藤
n
o
r
 
c
a
n
 
g
y
i
 
r
g
y
a
l
 
4
9

輔灘

寵
h
g
u
g
s
 
m
a
h
i
 
l
c
a
g
s
 
k
y
u
,
 
5
0

鎌
蝉
瞭
p
h
y
a
g
 
b
r
n
a
n
 
鎚-

m
s
,

〔
H〕
9
2脚
禦
瞭
h
j
a
m
 
d
b
y
a
n
s
 
b
l
o
 
d
a
n
 
p
a
,
 
9
3

俸
趨
d
r
a

b
a
 
c
a
n
 
g
y
i
 
h
o
d
 
9
4

蔭
既
凶
g
s
h
o
n
 
n
u
 
r
i
n
 
c
h
e
n湘

曲

郎
g
s
h
o
n
 
n
u
 
d
r
i
 
m
e
d
 
h
o
d
,
 
9
6

違
嘘
麺

難
h
j
a
m
d
b
y
a
n
s
 
b
l
o

d
a
n
 
l
d
a
n
 
p
a
,
 
9

7
聴
難
面
s
k
r
a
 
c
a
n
 
9
8

醸
薄

諏
n
e
 
s
k
r
a
 
9
9

漉
意隅
s
n
a
 
t
s
h
o
g
s
 
m
a
,
 
1
0
0

遮
礁
n
o
r
 
l
d
a
n
 
m
a
,
 
1
0
1

髄
寵
海
雌

h
g
u
g
s
 
m
a
,
 
1
0
2

農
鎌
蝉
p
h
y
a
g
 
b
r
n
a
n
 
m
a
,

訳

の
不
統

一
は
次

の
よ
う
に
関
連
す
る
。
G
62
網
光
11
F
74
光
網
=

M
44
光
網
鈎
"
H
93
光
網
。

G
66
地
慧
=

F
88
財
慧
11
M
48
地
慧
憧
=

H
1
0
0
地
慧
。

F
に
は
主
尊
文
殊
及
び
請
召
奉
教
を
欠
く
。

ま
た
M
漢
訳
に
は
質
多

羅
を
欠
く
が
蔵
訳
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
漢
訳

の
密
印

晶
を
見
る
限
り
、
ケ
シ
ニ
ー
、
ウ
パ
ケ
シ
ニ
ー
、
襯
慧

(財
慧
)
、請
召
、

奉
教
者
と
な
る
。
蔵
訳
で
は
且
ハ縁
晶
、
真
言
蔵

品
と
同
様
に
ケ

シ

ニ

ー
、
ウ
パ
ケ
シ
ニ
ー

質
多
羅
、

地
慧
、
請
召
と
な
る
。

こ
の
た
め
に
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F
の
四
尊
し
か
な
い
記
述
の
こ
と
と
相
侯
つ
て
、
地
慧

(財
慧
)
と
質

多
羅
、

及
び
地
慧
と
請
召
が
混
同
し
、
ひ
い
て
は
こ
れ
等
四
尊
が
混
乱

す
る
結
果
と
な
る
。

胎
蔵

四
部
儀
軌

で
は
地
慧
-
質
多
羅
の
順
騨に
真
言

が
説

か
れ
て
い

る
。
秘
密
記
で
は
文
殊
五
使
者
を
(
1
)
ウ
パ
、
(
2
)
奉
教
、
(
3
)
使
者
、
(
4
)
使

者
女
、
(
5
)
鈎
召
と
伝
え
、
大
正
蔵
経
図
像
部
の
御
室
版
の
マ
ン
ダ
ラ
も

同
様
で
あ
る
。
諸
説
不
同
記
は
図
像
の
上
か
ら
秘
蔵
記
の
伝
承
に
対
し

訂
正
し
て
い
る
。
現
図
抄
私
は
(
1
)
ウ
パ
、
(
2
)
不
思
議
、
(
3
)
持
慧

(財
慧
)

(
4
)
雑
色

(質
多
羅
)
、
(
5
)
鈎
召
と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
等
何
れ
も
混
乱
の

原
因
は
大
日
経
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

除
蓋
障
部
(
3
)

〔
G〕
7
5郵
臨
藤
s
g
r
i
b
 
p
a
 
t
h
a
m
s
 
c
a
d
 
r
n
a
m
 
s
e
r
 
g
c
o
,
 
7
6

罪
漸

瞳

d
p
a
h
 
b
o
 
n
o
 
m
t
s
h
a
r
 
c
a
n
 
7
7

譜
ー
藩

贈
m
i
 
h
j
i
g
s
 
s
b
y
i
n
,

7
8
粥
ー
盲
出
彌
n
a
n
 
s
o
n
 
t
h
a
m
s
 
 
c
a
d
 
s
b
y
o
n
 
b
a
,
 
7
9

録
難

蜜
s
k
y
o
n

e
m
s
 
b
l
o
 
g
r
o
s
,
 
8
0

灘
妙
b
r
o
 
c
a
n
 
s
n
i
n
 
r
j
e
s
 
g
d
u
n
s
 
p
a
,
 
8
1

嚇
耐

h
y
a
m
s
 
p
a
 
s
n
o
n
 
d
u
 
h
b
y
a
n
b
a
,
 
8
2

鄭

灘

藍
g
d
u
n
 
b
a
 
t
h
a
m
s

o
a
d
 
s
h
i
 
b
y
e
d
,
 
8
3

四
難
b
l
o
 
g
r
o
s
 
b
s
a
m
 
y
a
s

〔
F〕
…
8
9

扉
潮
廉
n
o
 
m
t
s
h
a
r
 
c
a
n
,
 
9
0

鋤
口

譜

無

餅
蝋掴
湘
s
e
m
s

o
a
n
 
t
h
a
m
s
 
c
a
d
 
l
a
 
m
i
 
h
j
i
g
s
 
p
a
 
s
b
y
i
n
 
p
a
,
 
9
1

噛
颯
酷

け
鋤
n
a
n

s
o
n
 
t
h
a
m
s
 
c
a
d
 
s
p
o
n
 
b
a
,
 
9
2

掛
醜
囎
y
o
n
 
s
u
 
s
k
y
o
n
 
s
e
m
s
 
b
l
o

g
r
o
s
,
 
9
3

冴
難

餅
b
y
a
m
s
 
p
a
 
c
h
e
n
 
p
o
 
p
a
r
 
h
b
y
a
n
 
b
a
,
 
9
4

汁
鑑
離
s
n
i
n
 
r
j
e
s
 
g
t
u
n
s
 
p
a
,
 
9
5

粥
ー
繕
灘

塵
g
d
u
n
s
 
p
a
 
t
h
a
m
s

c
a
d
 
s
h
i
 
b
a
r
 
b
y
e
 
p
a
,
 
8
6

M

四
難
b
s
a
m
 
g
y
i
 
m
i
 
k
h
r
a
b
 
p
a
h
i

h
l
o
 
g
r
o
s
 
c
a
n
,

〔M
〕
…
…
5
1
顛

廉
n
o
 
m
t
s
h
a
r
 
c
a
n
 
g
y
i
 
r
d
o
 
r
d
o
 
r
j
e
 
5
2

譜
猪

畑
m
i

h
j
i
g
s
 
p
a
 
s
b
y
i
n
 
p
a
,
 
5
3

罪

融
鰹
n
a
n
 
s
o
n
 
b
a
,
 
5
4

難

麟

灘
y
o
n
s

s
k
y
o
n
 
s
e
m
s
 
b
l
o
 
g
r
o
s
,
 
5
5

汁
嚇

餅
b
y
a
m
s
 
p
a
 
h
b
y
a
,
 
5
6

鑑

吟
s
n
i
n
 
r
j
e
s
 
b
r
n
a
n
 
p
a
,
 
5
7

弼
ー
繕
灘
陸
g
d
u
n
 
b
a
 
t
h
a
 
s
h
i

h
a
r
 
b
y
e
d
,
 
5
8

引

四
鼎
b
l
o
 
g
r
o
s
 
b
s
a
m
 
g
y
i
s
 
m
i
 
k
h
y
o
b

ひ

l
d
a
n
 
p
a
,

〔
H
〕
1
0
3鄭

繕
臨

認
s
g
r
i
b
 
p
a
 
r
n
a
m
 
b
r
t
s
o
n
 
c
h
e
,

1
0
4鄭
漸
n
o
 
m
t
s
h
a
n
 
c
a
n
,
 
1
0
5

譜
蕪
畑
m
i
 
h
j
i
g
s
 
s
b
y
i
n
 
p
a
,

1
0
6

繕
朔
酷
n
a
n
 
s
o
n
 
t
h
a
m
s
 
c
a
d
 
s
p
o
n
 
b
a
,
 
1
0

7
鉾

醜
礁
s
k
y
o
n

soe
s
 
b
l
o
 
g
r
o
s
,
 
1
0
8

嚇
餅
b
y
a
m
s
 
p
a
 
c
h
e
n
 
p
o
 
d
u
 
h
b
y
a
n
 
b
a
,

1
0
9

窪
b
l
o
 
c
a
n
 
s
n
i
n
 
r
j
e
s
 
g
d
u
n
s
 
p
a
,
 
1
1
0

弼
ー
宮

灘

葭
g
d
u
n

h
a
 
t
h
a
m
s
 
c
a
d
 
s
h
i
 
b
y
e
d
 
p
a
,
 
1
1
1

M

頭
難

磁
b
l
o
 
g
r
o
s
 
b
s
a
m

gq
i
s
 
m
i
 
k
h
y
o
b
 
p
a
 
d
a
n
 
l
d
a
n
 
p
a

F

と

M

に

は
除

蓋

障

が

な

い
。

漢

訳

名

が
統

一
さ

れ

て

い
な

い

の

で

蔵

訳

を
参

照

し

て
各

尊

を
関

連

づ

け

る

と
次

の
通

り

と

な

る
。

G

78

・

F

91

・
H
1
0
6
除

一
切

悪

趣

11

M

53
除

悪

趣
。

G

79
救

意

慧
=

F

92

哀
慰

慧

1
=M

54
救

護

慧
=

H
1
0
7
救

意

慧
。

G

80
非
念

G

81
慈

起

の
順

序

は

F

・
M

・
H

で

は
逆

に
な

つ
て

慈

悲

と
な

つ
て

い
る
。

F

93
大

慈

生

F

94
大

悲

纏

と

な

る
。

配
位

の
仕

方

に

二
系

統

が

あ

る
。

G

を
例

に

と

る

と

A
系

79

78

77

76
7
5

80

81

82

83

B
系

82

80

78

76
7
5

77

79

81

83

胎
蔵

マ
ン
ダ
ラ
の
資
料
に

つ
い
て

(
八

田
〉
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胎
蔵
マ
ン
ダ
ラ
の
資
料
に
つ
い
て

(八

田
)

右
の
例

で
7
576
83
は
間
違
わ
な
い
が
他
の
番
号

で
は
混
同
し
や
す
い
。

そ
こ
に
加
え
て
80
81
悲
と
慈
が
他

の
品
で
は
逆
に
な
る
か
ら

一
層
混
乱

を
お
こ
し
や
す

い
。

胎
蔵

図
像
に
除
蓋
障
を
欠
く
の
は
経
の
F
と
M
に
無

い
か
ら
で
あ

る
。
胎
蔵
四
部
儀
軌
に
は
除
蓋
障
を
入
れ
て
い
る
。
秘
蔵
記
は
救
護
慧

を
悲
慰

と
し
た
た
め
に
悲
慰
が
二
尊
あ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

そ
し
て
最

下
位
尊
83
の
位
置
を
日
光
と
す
る
。
諸
説
不
同
記
は
中
尊
を
不
思
議

慧
、
最

下
位
を
日
光
。
現
図
抄
私
は
中
尊
を
除
蓋
障
、
最
下
位
を
日
光

と
す
る
。
こ
れ
等
は
み
な
誤
り
で
あ
る
。
現
図
は
上
か
ら
(
1
)
救
護
慧
、

(2)
除

一
切
悪
趣
、
(
3
)
施
無
畏
、
(
4
)
除
疑
怪
、
(
5
)
除
蓋
障
、
(
6
)
悲
慰
、
(
7
)

慈
発
生
、
(
8
)
折
諸
熱
悩
、
(
9
)
不
思
議
慧
で
あ
る
。

四

地
蔵
部
(
4
)

〔
G〕
8
4誌
難
s
a
 
y
i
 
s
n
i
n
 
p
o
,
 
8
5

蹄
悔
r
i
n
c
h
e
n
 
h
b
y
u
n
g
n
a
s
,

8
6瞭
山
r
i
n
c
h
e
n
l
a
g
,
 
8

7
潜
碁
s
a
 
h
d
s
i
n
,
 
8
8

蹟
碧
山
r
i
n
 
c
h
e
n

P
h
y
a
g
 
r
g
y
a
,
 
8
9

閥
瞭
b
s
a
m
p
a
 
b
r
t
a
m
 
p
a
,

〔
F〕
……
9
7
蹄
冷
r
i
n
 
c
h
e
n
 
h
b
y
a
n
 
g
n
a
s
,
 
9
8

賠
山
p
h
y
a
g
 
n
a

r
in
 
c
h
e
n
,
 
9
9

器
碁
s
a
 
h
d
s
i
n
,
 

(
1
0
0
)
…
…
g
z
u
g
s
 
t
h
o
b
,
 
p
a
,
 
1
0
1

H
蹄

碧
山
即
p
h
y
a
g
 
n
a
 
r
i
n
 
c
h
e
n
 
p
h
y
a
g
 
1
0
2

鵬
脚
冴
鱗
b
s
a
m
 
p
a

b
r
t
a
n
 
p
a
,

〔M
〕
5
9

鋤
s
a
h
i
 
s
n
i
n
 
p
o
h
i
 
m
i
 
t
o
g
,
 
6
0

瞬
濤
r
i
n
 
c
h
e
n
 
h
b
y
a
n

ld
a
n
,
 
6
1

蹄
山
p
h
y
a
g
 
n
a
 
r
i
n
 
c
h
e
n
 
g
i
 
p
h
y
a
g
 
r
g
y
a
,
 
6
2

難
愚
s
a

h
d
s
i
n
,
 
6
3

蹄

曇
湘
p
h
y
a
g
 
n
a
 
r
i
n
 
c
h
e
n
 
g
i
 
p
h
y
a
g
 
6
4

謙
閥

國
鎧
b
s
a
m
 
p
a
 
b
r
t
a
n
 
p
a
,

〔
H〕
1
1
2誌
難
s
a
h
i
 
s
n
i
n
 
p
o
,
 
1
1
3

蹄
斎
r
i
n
 
c
h
e
n
 
n
a
s
,

1
1
4阿
韓

鼠
r
i
n
 
c
h
e
n
 
l
a
g
,
 
1
1
5

窃
潜
誌
s
a
 
h
d
s
i
n
,
 
1
1
6

山
p
h
y
a
g

n
a
 
r
i
n
 
c
h
e
n
 
p
h
y
a
g
 
r
g
y
a
,
 
1
1
7

鵬晒鎧
b
s
a
m
 
p
a
 
b
r
t
a
n
 
p
a
,

F
に
は
主
尊
地
蔵
が
な
い
。
ま
た
漢
訳
に
尊

名
不
明

の
真
言

が
あ

る
。
漢
訳
各
尊

の
訳
が
統

一
さ
れ
て
い
な
い

の
で
蔵
訳
に
照
ら
し
て
関

連
づ
け
る
と
次

の
様

に
な
る
。
G
85
宝
掌
U
F
97
宝
処
11
M
60
宝
処

(但
し
北
京
版
、
デ
ル
ゲ
版
r
i
n
 
c
h
e
n
 
h
b
y
a
n
 
g
n
a
s
,
 

ナ
ル
タ
ン
版

Ni

h
e
n
 
h
b
y
a
n
 
l
d
a
r
)
=

H
1
1
3
宝
作
。
G
86
宝
手

F
98
宝
手
H
M
61
宝

手
11
H
桝
宝
掌
。

と
な
る
。

こ
の
た
め
G
85
宝
掌
r
i
n
 
c
h
e
n
 
h
b
y
u
n

g
n
a
sと
H
宝
掌
r
i
n
 
c
h
e
n
 
l
a
g

と
が
混
同
さ
れ
、
そ
れ
が
も

と
で

宝
手
、
宝
処
、
宝
掌
、
宝
作
が
混
乱
し
て
し
ま
う
。

次
に
現
図

マ
ン
ダ
ラ
で
は
宝
手
と
宝
印
手

の
図
像
が
入
れ
替
つ
て
い

る
。
訳
名
と
配
位
か
ら
考
え
て
尊
の
配
位
は
正

し
く
、
図
像
を
違
え
て

い
る
。
こ
の
こ
と
も
大
日
径
に
遡
る
も
の
を
含

む
。
そ
れ
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

〔(
G〕
8
8蹄
皿
r
i
n
 
c
h
e
n
 
p
h
y
a
g
 
r
g
y
a
,
 
=

〔
F〕
1
0
1瞭
p
j
h
y
a
g

n
a
 
r
i
n
 
c
h
e
n
 
p
h
y
a
g
 
r
g
y
a
 
F
 
9
8

山
世
p
h
y
a
g
 
n
a
 
r
i
n

伴
懲

直
)
=
〔
M〕
6
3
瞬
碧
p
h
y
a
g
 
c
h
e
n
 
g
y
i
 
p
j
y
a
g(延

舜
貢
p
h
y
a
g
 
n
a
 
r
i
n
 
c
h
e
n
 
p
h
y
a
g
 
r
g
y
a

伴
極
M
 
6
1
の

碧

P
h
y
a
g
 
n
a
 
r
i
n
 
c
h
e
n
 
g
i
 
p
h
y
a
g
 
r
g
y
a

伴
融
潤
H
 
1
1
6

蹄

醤
山
p
h
y
a
g
 
n
a
 
r
i
n
 
c
h
e
n
 
p
h
y
a
g
 
r
g
y
a
。

以
上
の
よ
う
に
原
典
に
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
漢
訳
H
1
1
4
宝
掌
に
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は
宝
掌
…
…
印
と
注
記
せ
ら
れ
て
い
る
。
(大
正
18
.
35
.
c
)
こ

の
よ

う
に
経
典

の
記
載
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
尾
を
引
い
て
混

乱
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

胎
蔵
四
部
儀
軌
で
は
M
の
主
尊
の
位
置
に
記
述
さ
れ
て
い
る
地
蔵

の

真
言
を
と
り
入
れ
て
、
地
蔵
部
を
組
織
し
て
い
る
。
秘
蔵
記
、
諸
説
不

同
記
で
は
最
下
位
尊
を
除
蓋
障
と
す
る
も
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
大
正

図
像
の
御
宝
版
の
図
で
は
宝
印
手
と
宝
手
の
図
像
を
入
れ
替
え
て
み
れ

ば
よ
い
。
ま
た
宝
手
が
二
尊
あ
る
の
は
宝
掌
、
宝
手
の
訳
の
混
同
か
ら

来
た
も
の
で
あ
る
。
現
図
抄
私
は
宝
処
、
宝
手
、
宝
光
、
宝
印
手
を
混

同
し
て
い
て
不
明
瞭
で
あ
る
。

五

虚
空
蔵
部

現
図
の
虚
空
蔵
院
は
全
く
大
日
経
を
離
れ
た
立
場
で
組
織
さ
れ
て
い

る
の
で
伝
承
さ
れ
た
資
料
は
使
用
出
来
な
い
。
密
印
品
の
内
容
は
漢
蔵

二
訳

の
聞

で
異
な
り
、
ま
た
秘
密

マ
ン
ダ
ラ
品
と
密
印
品
の
象
徴
す
る

内
容
が
異
な
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
胎
蔵

「
マ
ン
ダ
ラ
虚
空

蔵
院
の
思
想
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(印
印
研
十
八
巻
二
号
四
四
九
頁
)

六

最
外
院

最
外
院
は
尊
数
が
多
い
の
で

一
々
の
尊
を
省

き
、
概
略
を
示

し
た

い
。
経
典

で
は
釈
迦
部
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。

〔G
〕

伝
統
的
に
重
要
な
ヒ
ン
ド
ウ
諸
神
の
名
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

多
聞
天
は
無
い
が
八
方
天
に
近
い
組
織
が
見
ら
れ
る
。

〔
F
〕

諸
尊
の
真
言
を
記
述
し
た
部
分
と
種
子
を
記
述
し
た
部
分
が
あ

る
。
前
者
に
は
伝
統
的
な
重
要
尊
が
見
ら
れ
、
後
者
に
は
ダ
キ
ニ
ー
、

ピ
シ
ャ
ー
チ
ー
、
部
多
、

キ
ン
ナ
ラ
、
マ
ゴ
ラ
カ
等
が
出
る
。

〔
M
〕

〔
F
〕
と
類
似
す
る
が
、
こ
の
他
に
七
曜
、
九
執
、
二
十
八
宿

等

の
天
体
関
係

の
尊
の
記
述
が
あ
り
、
〔
F
〕
と
は
違
つ
た
系
統
に
あ

る
こ
と
が
分
る
。

〔
H
〕

密
印
品
を
う
け
て
い
る
o
但
し
ア
ス
ラ
、

ピ
シ
ャ
ー
チ
ー
、
ヤ

シ
ャ
、
宿
曜
の
記
述
は
無

い
。

胎
蔵
四
部
儀
軌
は

〔F
〕
と

〔M
〕
の
綜
合
を
企
て
て
い
る
。
玄
法

寺
儀
軌
、
青
竜
寺
儀
軌
で
は
四
天
王
を
配
し
て
い
る
。

現
図
は
八
方
天
、
更
に
は
十
二
天

の
思
想
を

も
と
に
、
七
曜
、
九

執
、
十
二
宮
、
二
十
八
宿
を
中
心
に
外
院
が
構
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
四
天
王
に
よ
つ
て
四
方
が
護
持
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
伝
統
的
仏
教

思
想
と
の
調
和
が
見
ら
れ
る
。

註

大
正
、
大
正
蔵
経
第

一
八
巻
、
ぺ
、
北
京
版
第
五
巻
を
示
す

1

〔
G〕

汁
H

7-
c
ぺ
2
4
6
-
3
-
2
 
F
 
汁
正
1
6
-
b
,
 
ぺ
2
5
1
-
4
-
6

〔
M〕

汁
正
2
9
-
a
,
 
ぺ
2
6
0
-
4
-
8

〔
H〕

汁
正
3
5
-
a
,
 
ぺ
2
6
4
-
4
-
1

2

〔
G〕

汁
正
1
8
-
a
,
 
ぺ
2
6
4
-
5
-
2

〔
F〕

汁
正
1
6
-
c
,
 
ぺ
2
5
1
-
4
-
8

〔M
〕

汁
正
2
7
-
a
,
 
ぺ
2
5
9
-
4
-
6
〔
H

〕

汁
正
3
5
-
b
,
 
ぺ
2
6
4
-
5
-

7

3

〔
G〕

汁
正
8
-
b
,
 
ぺ
2
4
6
-
5
-
6

〔
F〕

汁
正
1
6
-
c
,
 
ぺ
2
5
1
-
5
-
1

〔
M
〕
汁
正
2
7
-
b
,
 
ぺ
2
5
9
-
5
-
7
〔
H

〕

汁
正
3
5
-
c
ぺ
2
6
5
-
1
-
3

4

〔
G〕

汁
正
8
-
b
,
 
ぺ
2
4
7
-
1
-
1
〔
F

〕

汁
正
1
8
-
c
,
 
ぺ
2
5
1
-
5
-
3

〔M
〕

冴
正
2
7
-
c
,
 
ぺ
2
6
0
-
1
-
7
〔
H

〕

汁
正
3
5
-
c
,
 
ぺ
2
6
5
-
1
-

7

胎
蔵

マ
ン
ダ

ラ
の
資
料

に

つ
い
て

(
八

田
)
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